
関川の春の訪れ 

12広報せきかわ　2009・５月号 

　
越
後
米
沢
街
道
・
十
三
峠
が
、

東
北
風
景
街
道
協
議
会
の
「
日
本

風
景
街
道
」
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。 

　
日
本
風
景
街
道
は
、
沿
道
の
景

観
や
自
然
、
文
化
な
ど
の
地
域
資

源
を
生
か
し
、
観
光
振
興
や
地
域

活
性
化
を
目
指
す
も
の
で
、
越
後

米
沢
街
道
・
十
三
峠
を
含
め
て
現

在
、
東
北
で
は
十
七
の
街
道
が
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
関
川
村
か
ら
山
形
県
小
国
町
、

飯
豊
町
、
川
西
町
に
ま
た
が
る
越

後
米
沢
街
道
は
、
十
三
の
峠
か
ら

な
り
、
江
戸
時
代
に
新
潟
と
山
形

の
交
易
ル
ー
ト
と
し
て
栄
え
た
も

の
。
現
在
は
沿
線
町
村
の
住
民
有

志
で
組
織
し
て
い
る
「
越
後
米
沢

街
道
・
十
三
峠
交
流
会
（
井
上
俊

雄
会
長
）
」
が
中
心
と
な
り
、
地

域
振
興
資
源
の
保
存
や
整
備
活
動

が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
三
月
二
十
四
日
に
は
、
井
上
俊

雄
会
長
が
平
田
大
六
村
長
を
訪
問
。

登
録
の
意
義
や
経
過
、
今
後
の
観

光
面
を
は
じ
め
と
し
た
多
方
面
で

の
活
用
や
支
援
に
つ
い
て
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。
井
上
会
長
は
「
今

後
さ
ら
に
、
山
形
・
新
潟
両
県
共

同
で
歴
史
街
道
を
盛
り
上
げ
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

観光など多方面での活用に期待 

越後米沢街道 
・十三峠 「風景街道」へ登録 

　
関
川
村
土
地
改
良
区
理
事
長
・ 

 
内
山
壽
介
さ
ん
（
大
島
）
が
、
率

先
し
て
村
内
の
土
地
改
良
事
業
に

取
り
組
ん
だ
こ
と
が
評
価
さ
れ
、

全
国
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　
内
山
さ
ん
は
、
昭
和
六
十
二
年

に
土
地
改
良
区
の
理
事
に
就
任
。

平
成
十
一
年
か
ら
は
副
理
事
長
、

平
成
十
三
年
か
ら
は
理
事
長
を
務

め
、
長
年
に
わ
た
り
土
地
改
良
事

業
の
推
進
や
改
良
区
へ
の
加
入
促

進
、
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。 

　
内
山
さ
ん
は
「
受
賞
は

役
職
員
の
方
々
の
ご
協
力

の
賜
物
で
す
。
今
後
も
加

入
促
進
に
取
り
組
み
、
安

心
し
た
農
業
が
で
き
る
よ

う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
、
受
賞
の
喜
び
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
表
彰
式
は
三
月
二
十
五
日
、
東

京
都
砂
防
会
館
で
行
わ
れ
、
野
中

広
務
会
長
（
全
国
土
地
改
良
事
業

団
体
連
合
会
）
か
ら
表
彰
状
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
二
十
年
度 

Ｊ
Ａ
岩
船
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
高
品

質
・
良
食
味
米
共
進
会
表
彰 

■
団
体
の
部
　
最
優
秀
集
落
賞 

▽
内
須
川
農
家
組
合 

■
個
人
の
部
　
最
優
秀
賞 

▽
佐
藤
　
義
雄
（
蔵
田
島
） 

内
山
壽
介
さ
ん
が 

　
　
　
全
国
表
彰 

食
味
・
品
質
と
も
絶
賛 

関
川
産
コ
シ
ヒ
カ
リ 

高瀬の桜並木 
　桜の名所となった、約400㍍続く高瀬
の桜並木。４月中旬頃に満開を迎え、大
勢の方が訪れました。 

コスモスパークの菜の花畑 
　黄色いじゅうたんのような、ふれあい
ど～む脇コスモスパークの菜の花畑。５
月中旬頃まで楽しめます。 
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◆
推
薦
「
威
風
堂
々
」 

吉 田 耕 二さん（胎内市） 

須 田 孝 子さん（柏崎市） 

◆
特
選
「
囲
炉
裏
端
の
姉
弟
」 

弥田正蔵さん（三条市） 

◆
特
選
「
ヒ
ー
ロ
ー
」 

高橋幸栄さん（新発田市） 

◆特選「祭り日より」 

＊作品はカラー写真です。 

　
平
成
二
十
一
年
の
第
三
回
臨
時

村
議
会
が
四
月
十
日
に
開
会
さ
れ

ま
し
た
。 

■
国
道
一
一
三
号
「
鷹
ノ
巣
道
路
」

の
整
備
促
進
に
関
す
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て 

＊
―
国
道
一
一
三
号
「
鷹
ノ
巣
道

路
」
は
、
地
域
住
民
の
生
命
を
守

り
、
新
潟
県
と
山
形
県
の
発
展
に

欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
事
業
で
あ

り
、
事
業
を
継
続
し
、
早
期
完
成

に
向
け
て
推
進
し
て
も
ら
う
よ
う

関
係
機
関
に
意
見
書
を
提
出
す
る

も
の
で
す
。 

4
月
臨
時
村
議
会 

　
　
　
　
　
　
　
＊
4
月
10
日
開
会 

 

採
　
択
（
発
委
案
） 

 
▲中断している鷹ノ巣道路橋梁工事 
　　　　　　　　　　　　（沼地内） 

　４月５日、早朝から村内一斉にク

リーン作戦が行われ、参加した皆さ

んは、道路脇や側溝などに捨てられ

ているごみを熱心に拾い集めていま

した。大変おつかれさまでした。 

国道113号脇（打上集落の皆さん） 

皆さん早朝から 

大変おつかれさまでした 

議 会 の  
動 　 き  




